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社会福祉法人慈愛会幼保連携型認定こども園 

あかまえこども園・さくらんぼ分園     令和５年８月１日発行 

こぶしのはな 

 暑中お見舞い申し上げます。８月に入り、いよいよ夏も後半戦。お盆を過ぎた

あたりからは、コオロギやスズムシなどが鳴き始め、少しずつ秋の気配を感じら

れるようになる時期です。 

 ７月１日の夏祭り会へのご参加ありがとうございました。炎天下での夏祭り会

でしたが、親子で出店や祭りを楽しむ姿や懐かしい顔ぶれに再会し喜ぶ姿、たく

さんのお客様の前で緊張しながらも練習の成果を見せる姿など様々な姿が見られ

ました。また 7 月 11 日にプール開きをして、水遊びのルールを学んだ子ども

達。晴れた日は「プールに入る！」と元気な声が園内に響き渡り、水遊びのルー

ルを思い出しながら準備に取り組んだり、ホースからの水を浴び「つめたーい！」

と水に親しみを持って遊ぶ姿が見られています。 

 これからお盆にかけてお休みが続くと思いますが、お休み中子ども達の動きに

ご配慮頂き、『早寝・早起き・朝ご飯』を心掛け、規則正しい生活を送りながら楽

しいお盆休みを送って頂きたいと思います。園では熱中症や脱水にならないよう

こまめな水分補給、十分な休息を心掛け、夏ならではのいろいろな遊びを経験し

ながら、健康に過ごせるよう配慮し、保育を行ってまいりたいと思います。みん

なでこの夏を乗り切りましょう！ 

８がつのねらい 
さくら 

ひまわり組 

おれんじ組 

いちご組 

うめ組 

もも組 

：夏の遊びを楽しみ、工夫したり試したりしながら進めていこう。 

：友達や保育者と一緒に、全身を使った遊びを楽しもう。 

：活動と休息のバランスを取りながら、暑い季節も健やかに過ごそう。 

：水遊びを通して、水の心地良さを感じよう。 

：友達に興味を示し、ふれあう事を楽しもう。 

おれんじ組 さくらちゃん・りひとくん 

いちご組  ななみちゃん 

うめ組   たくとくん 

※個人情報保護
の為、クラス名と
名前のみの紹介
とさせていただ
きます。 

１日(火)高校生ふれあい体験学習会(水高生２名) 

３日(木)昆虫教室 ５日(土)保護者会役員会 10 時～ 

７日(月)身体測定 ８日(火)避難訓練 

９日(水)プール納め(スイカ割り) 11 日(金)山の日 

12 日(土)愛情弁当の日 14 日(月)～16 日(水)お盆  

18 日(金)英語１０時～  21 日(月)交通安全教室 22 日(火)誕生会  

23 日(水)英語 10 時～ 25 日(金)三鉄お絵かき列車(さくら組) 

30 日(水)水高クッキング(さくら・ひまわり組はエプロンと三角巾を忘れずに。) 

【今後の行事予定】 

９月３０日 親子運動会 10 月中旬 保育参観（あかまえ） 

１２月２日 お遊戯会 

８月の

予定 

○１日(火)は高校生のふれあい体験で、２名の学生が来園します。たくさんふれあい、楽しい時

間を過ごしたいと思います。 

○3 日(木)はあかまえこども園に昆虫博士が来園し、世界の昆虫の標本を見せてくれます。 

○12 日(土)は愛情弁当の日となっております。登園の際はお弁当を忘れずに持たせて下さい。 

○14 日(月)～16 日(水)はお盆となっております。お盆中は車の往来が多くなると思います 

ので、事故や怪我には十分注意してお過ごし下さい。 

○お盆明けより運動会への取り組みが増えてきます。足に合った靴での登園をお願いします。 

○25 日(金)にさくら組が三鉄お絵かき列車に出掛けます。今年度は電車に乗って島越駅に行

き、周辺を探索したり、お弁当を食べたり、買い物ごっこを楽しむ予定です。 

○現在、未満児クラスの保育室に 16 名のお友達が過ごしています。子ども達の活動量や保育

室の規模等を考え、この夏から赤前いちご組のお友達は、少しずつ進級に向けた練習を始め

ていきたいと思っております。日々の生活の中でおれんじ組との活動が増えていく事をご理

解頂きたく思います。ご不明な点等ありましたら、職員までお声掛け下さい。 

○最近、あかまえの園の回りをアブが飛び回っております。アブは高温や二酸化炭素に寄って
行く習性がありまので、車を駐停車させる際はエンジンをお切り頂けると、付け放しの時よ
りは、車への乗り降りが安全に行えると思います。ご協力をお願い致します。 

 
普段、ご家庭でお子様とどのように過ごされていますか？平日又は土曜日、園にお子様

を預けていると、お子様に対して「申し訳ないなぁ」という気持ちを抱いてしまい、保護

者の皆様のお休みの日に、埋め合わせをしようとしがちではありませんか？ 

子ども達も大人と同じく家庭から離れ、子どもなりの社会の中で気を張っているので、

毎日園に通えば疲れます。それは決して悪い事ではなく必要な経験でもありますが、精神

的・肉体的に疲れるのは当然です。 

保護者の皆様自身も様々な思いの中で日々一生懸命働いていらっしゃる事と思います。

子ども達の思い出に残るような事を企画するのも良いですが、お家の中でご家族の皆さん

と一緒にくつろぐ時間も子ども達にとっては大切です。子ども達にとってご家族とのふれ

あいこそが、情緒の安定や心の育ちに繋がります。今しかできない事がきっとあると思い

ます。何をしたいかお子様と考えてみたり、お家での事を一緒にしてみるのも良いかもし

れないですね。いつでも職員にお声掛け下さい。一緒に考えていきましょう！ 

お子様との過ごし方、考えてみませんか？ 
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